
（様式３） 

三重県上野森林公園事業計画書の要旨 
 

 

申請者名 
（有）伊藤農園 

県民の平等な利用の確

保に関する事項 

三重県上野森林公園は、芝生広場、花壇、湿地と里山林を有し、

人々の癒しの場となる貴重な自然を有しており、それを守りつ

つ、人々の快適空間の実現、また自然保護のための啓蒙活動、

未来ある子どもたちのために環境教育活動を行い、この県有財

産を最大限活用する。利用者のためのサービス向上、安全を守

る施設管理、自然環境に関する知識を踏まえた森林整備、湿地

管理、園路環境整備、地域住民の生きがいづくりの活動を実現

し、「命あふれる森づくり」を主眼に管理運営を行っていく。 

三重県上野森林公園の

適切な維持管理に関す

る事項 

利用者の安全性の確保、快適空間の実現、県の財産を守ること、

さらに 50 年後の公園を考えて、持続可能な管理を行う。貴重な

里山と湿地の保全と、動植物の遺伝子の保存、そして、常に人々

の憩いの場、癒しのｚ場であることを目指し、管理業務を行っ

ていく。職員には有資格者を配置し、森林環境や動植物、パソ

コン等の知識を持って行うものとする。業者への委託は行わず、

造園業者としての専門性を持って、植物管理については、花木

管理と樹木管理は剪定技術を持った社員を派遣する。清掃業務

も職員が常に快適な施設利用が出来るよう維持管理する。 

三重県上野森林公園の

効用の最大発揮と県民

サービスの向上に関す

る事項 

人と自然との積極的な交流により、私たちが自然から受けてい

る恩恵について知り、かつて生活の基盤、いのちの基盤であっ

た森林環境について来園者の理解を深めて行く。サービス手腕

向上のための研修を行い、リピーターの拡大、常連客との絆を

深めるような対応のできる民間ならではの職員を育成する。通

常の情報提供のほかに、地域の情報、ニーズを拾い集め、公園

と結びつける役割を果たすことにより、利用者の増大を図って

いく。園内のアンケート結果をもとに PDCA サイクルを実践

し、サービス向上を目指す。 



管理に係る経費の縮減

に関する事項 

炭撒きに関する経費は、各助成金により賄う。管理については、

職員の適材適所の配置と管理技術向上により、業者への委託業

務の洗い直しを行い、トイレの日常清掃は、週 3 回職員の手で

行う。花壇への植栽はボランティアや園芸療法の場として利用

してもらう。 

管理に必要な人員及び

財政的基礎に関する事

項 

持続的・安定的な運営のためには、大切なのは“人”である。

勤務を継続する意欲と、サービス向上、仕事をする技術の向上

を図り、職員が幸福感を持って働ける環境を整えて行く。5 年

間職員全員が継続勤務する体制づくりを目指し、職員入れ替わ

りで生じる無駄な経費の削減を図る。また、伊賀市助成金や緑

の募金、民間助成金を駆使し、財政基盤にプラスとする。 

収
支
計
画
書(

千
円) 

年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

収入合計 28063 28063 28063 28063 

内

訳 

指定管理料 27563 27563 27563 27563 

自主事業収入 500 500 500 500 

その他の収入     

支出合計 28063    

年度 ７年度    

収入合計 28063    

内

訳 

指定管理料 27563    

自主事業収入 500    

その他の収入     

支出合計 28063    

※ A４版２枚以内としてください。 

 


